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大
手
製
薬
会
社
が
乗
り
出
し
た

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工
多
能
性

幹
細
胞
）
な
ど
の
再
生
医
療

ビ
ジ
ネ
ス
で
、
細
胞
医
薬
品
の
製
造
体
制

が
本
格
的
に
整
え
ら
れ
始
め
た
。
２
０
１

４
年
に
世
界
初
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
移

植
を
行
っ
た
理
化
学
研
究
所
に
次
い
で
、

今
年
度
以
降
に
新
た
な
臨
床
研
究
が
相
次

い
で
ス
タ
ー
ト
す
る
見
込
み
で
、
実
用
化

が
現
実
に
近
づ
い
て
き
た
こ
と
が
追
い
風

に
な
っ
て
い
る
。

世
界
市
場
は
12
兆
円
規
模
へ

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
製
品
を
含
む
再
生

医
療
製
品
の
国
内
市
場
規
模
は
30
年
に
１

兆
１
０
０
０
億
円
、
世
界
で
は
12
兆
円
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

再
生
医
療
の
市
場
化
が
加
速
す
る
か
ど

う
か
を
左
右
す
る
と
し
て
、
そ
の
成
否
が

製
薬
業
界
関
係
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
の

が
、心
臓
の
臨
床
研
究
だ
。５
月
16
日
、他

人
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
心
筋
細
胞
を
シ

ー
ト
状
に
し
て
重
症
心
不
全
患
者
に
移
植

す
る
大
阪
大
学
医
学
部
心
臓
血
管
外
科
の

澤
芳
樹
教
授
ら
の
計
画
が
、
厚
生
労
働
省

の
再
生
医
療
等
評
価
部
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
承
認
さ
れ
た
臨
床
研
究
は
、

理
化
学
研
究
所
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
行
っ

て
い
る
目
の
難
病
、
加
齢
黄
斑
変
性
症
に

対
す
る
網
膜
細
胞
シ
ー
ト
の
移
植
で
、
細

胞
数
が
数
十
万
個
だ
っ
た
が
、
心
臓
の
筋

肉
細
胞
シ
ー
ト
で
は
細
胞
数
が
約
１
億
個

と
大
幅
に
増
え
る
。

　

注
目
を
集
め
る
背
景
に
は
、
澤
教
授
ら

が
昨
年
３
月
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
心
筋
シ

ー
ト
の
開
発
と
事
業
化
を
目
的
に
立
ち
上

げ
た
大
阪
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

ク
オ
リ
プ
ス
（
東
京
・
中
央
区
）
に
昨
年

10
月
、
第
一
三
共
（
同
）
が
出
資
し
、
新

規
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
い
う

事
情
が
あ
る
。

　

第
一
三
共
は
16
年
に
細
胞
治
療
研
究
所

を
設
立
し
、
海
外
の
会
社
と
提
携
し
て
細

胞
治
療
薬
の
事
業
化
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
心
筋
シ
ー
ト
に
出
資
し
た
の
は
、
澤

教
授
ら
が
開
発
し
た
細
胞
シ
ー
ト
に
よ
る

心
不
全
治
療
の
実
績
を
認
め
て
い
る
か
ら

だ
。
こ
の
シ
ー
ト
は
患
者
の
太
も
も
の
筋

肉
の
も
と
に
な
る
細
胞
か
ら
作
っ
た
も
の

で
、
治
療
効
果
が
認
め
ら
れ
、
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
の
テ
ル
モ
（
東
京
・
渋
谷
区
）

が
「
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
」
と
し
て
、
16
年
５

月
に
発
売
し
た
。
保
険
適
用
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

ハ
ー
ト
シ
ー
ト
の
臨
床
経
験
を
も
と
に

澤
教
授
ら
は
、
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
バ
ン
ク
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
提
供
を
受
け
、
心
筋
細
胞
に
分
化

さ
せ
て
シ
ー
ト
化
に
成
功
。
が
ん
化
が
懸

念
さ
れ
る
細
胞
を
排
除
す
る
方
法
な
ど
の

開
発
で
安
全
性
を
高
め
、
動
物
実
験
で
効

果
を
確
認
し
た
。
移
植
後
３
カ
月
ほ
ど
で

心
臓
に
吸
収
さ
れ
た
後
も
回
復
し
た
心
機

能
は
持
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

腫
瘍
化
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
澤
教

授
は
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
細
胞
の
が
ん
細

胞
は
除
去
し
や
す
い
。
移
植
後
に
免
疫
抑

制
剤
を
３
カ
月
し
か
投
与
し
な
い
の
で
、

他
人
の
細
胞
か
ら
で
き
た
が
ん
細
胞
は
免

疫
機
能
に
よ
っ
て
や
っ
つ
け
ら
れ
て
し
ま

う
」と
説
明
。「
ヒ
ト
で
の
安
全
性
と
効
果

を
確
認
し
て
、22
年
に
は
実
用
化
し
た
い
。

治
療
対
象
と
な
る
患
者
は
毎
年
、
世
界
で

１
０
０
万
人
い
る
」
と
意
気
込
む
。

　

第
一
三
共
は
、「
事
業
化
す
る
に
は
薬
価

の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
は
あ

る
が
、
待
っ
て
い
る
患
者
の
た
め
に
も
積

極
的
に
推
進
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

製
造
プ
ラ
ン
ト
を
用
意

　

既
に
再
生
・
細
胞
医
療
製
品
の
製
造
拠

iPS細胞ビジネスの本気度
心臓への移植が飛躍のカギ
世界初の移植から3年半。iPS細胞関連の再生医療が
実用化に向けて動いている。 渡

わたなべ

辺　勉
つとむ

（医療ジャーナリスト）

iPS細胞由来の心筋シート。直径５㌢で患者の心臓に貼り付ける

大阪大学医学部心臓血管外科提供
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点
を
用
意
済
み
な
の
が
大
日
本
住
友
製
薬

（
大
阪
市
）だ
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
主
と
す
る

再
生
・
細
胞
医
薬
分
野
を
新
規
分
野
の
開

拓
と
位
置
づ
け
、
30
年
に
は
、
２
０
０
０

億
円
の
事
業
規
模
を
目
指
し
て
い
る
。
今

年
３
月
、総
合
研
究
所
（
大
阪
府
吹
田
市
）

内
に
総
工
費
約
36
億
円
を
か
け
て
建
設
し

た
プ
ラ
ン
ト
が
竣
工
し
た
。

　

同
社
は
14
年
に
神
戸
医
療
産
業
都
市

（
神
戸
市
中
央
区
）の
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー

に
研
究
拠
点
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
産
官
学

に
よ
る
研
究
、開
発
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

今
回
の
プ
ラ
ン
ト
稼
働
は
事
業
化
へ
の
大

き
な
一
歩
と
い
え
る
。

　

同
社
が
細
胞
医
薬
開
発
で
進
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
五
つ
。
そ
の
う
ち
四
つ
が
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
も
の
だ
。

　

一
つ
目
は
理
化
学
研
究
所
の
高
橋
政
代

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
ヘ
リ
オ
ス
（
東
京
・
港
区
）
が
臨

床
研
究
中
の
網
膜
色
素
上
皮
を
使
っ
た
加

齢
黄
斑
変
性
症
の
治
療
。
二
つ
目
は
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
治
療
す
る
た
め
の
ド
ー

パ
ミ
ン
神
経
前
駆
細
胞
移
植
で
、
京
大
ｉ

Ｐ
Ｓ
研
の
高
橋
淳
教
授
が
医
師
主
導
の
臨

床
試
験
を
今
年
度
中
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

予
定
。
三
つ
目
が
高
橋
政
代
リ
ー
ダ
ー
が

臨
床
研
究
を
目
指
し
て
い
る
網
膜
色
素
変

性
症
に
対
す
る
視
細
胞
移
植
。四
つ
目
が
、

慶
応
義
塾
大
学
の
岡
野
栄
之
教
授
と
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
）
が
臨
床
研
究

の
準
備
を
し
て
い
る
、
脊せ
き
ず
い髄
損
傷
に
対
す

る
神
経
前
駆
細
胞
の
移
植
だ
。

　

吹
田
市
の
プ
ラ
ン
ト
は
こ
れ
ら
細
胞
医

薬
品
の
製
造
・
販
売
拠
点
と
な
る
。
網
膜

色
素
上
皮
と
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
前
駆
細
胞

は
22
年
度
の
製
品
販
売
を
目
指
し
て
い

る
。

　

武
田
薬
品
工
業
（
大
阪
市
）
も
京
大
ｉ

Ｐ
Ｓ
研
と
研
究
提
携
し
て
お
り
、
今
年
２

月
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
心
筋
細
胞
を
富

士
フ
イ
ル
ム
（
東
京
・
港
区
）
と
共
同
で

事
業
化
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

武
田
薬
品
工
業
は
１
型
糖
尿
病
や
が
ん
の

免
疫
療
法
に
つ
い
て
も
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由

来
の
細
胞
医
薬
品
の
事
業
化
を
狙
う
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も
事
業
化
を
視
野
に

開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

京
都
市
の
メ
ガ
カ
リ
オ
ン
は
開
発
す
る

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
血
小
板
製
剤
の
量
産

体
制
を
整
備
し
て
お
り
、
20
年
の
承
認
を

目
指
し
て
い
る
。
ヘ
リ
オ
ス
は
加
齢
黄
斑

変
性
症
治
療
の
網
膜
色
素
上
皮
に
加
え
、

代
謝
性
肝
疾
患
の
治
療
の
た
め
の
ミ
ニ
肝

臓
の
量
産
化
を
構
築
し
て
い
る
。
慶
応
大

循
環
器
内
科
の
福
田
恵
一
教
授
ら
が
立
ち

上
げ
た
ハ
ー
ト
シ
ー
ド
（
東
京
・
港
区
）

は
心
筋
細
胞
を
量
産
し
、
心
不
全
患
者
の

心
臓
に
直
接
、
注
入
す
る
臨
床
研
究
を
計

画
し
て
い
る
。

　

製
薬
各
社
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
注
力
す
る

理
由
は
、
新
薬
よ
り
も
コ
ス
ト
が
か
か
ら

ず
、
承
認
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
も
短
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

新
薬
開
発
に
は
候
補
化
合
物
を
見
つ
け

て
、
新
薬
に
な
る
ま
で
に
十
数
年
と
い
う

年
月
が
か
か
り
、
開
発
費
用
は
２
０
０
億

〜
３
０
０
億
円
に
も
上
る
。
さ
ら
に
新
薬

候
補
物
質
が
新
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
る
の

は
約
１
万
分
の
１
の
確
率
で
し
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
細
胞
医

薬
品
の
場
合
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
細

胞
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
お
り
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
か
ら
対
象
の
細
胞
へ
と
分
化
さ
せ

る
た
め
の
計
画
も
立
て
や
す
い
。

　

ま
た
、
14
年
に
細
胞
医
薬
品
を
含
む
再

生
医
療
等
製
品
に
つ
い
て
、
治
験
で
有
効

性
、
安
全
性
が
あ
る
程
度
確
認
で
き
た
段

階
で
条
件
・
期
限
を
付
け
て
承
認
す
る
と

い
う
「
早
期
承
認
制
度
」
が
設
け
ら
れ
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
市
販
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
テ
ル
モ
の
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
も
こ
の

制
度
に
よ
っ
て
、
治
験
か
ら
承
認
ま
で
３

年
と
い
う
短
期
間
だ
っ
た
。

　

第
一
三
共
の
中
山
譲
治
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
最
高
経
営
責
任
者
）は
心
筋
シ
ー
ト
の
ク

オ
リ
プ
ス
へ
の
出
資
を
発
表
し
た
際
の
記

者
会
見
で
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
経
済
性
で
も

優
位
」
と
発
言
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
細
胞
と
の
二
刀
流
に

　

た
だ
、
世
界
的
に
み
る
と
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
使
っ
た
臨
床
試
験
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
は

Ｅ
Ｓ
細
胞
（
胚
性
幹
細
胞
）
を
使
っ
た
も

の
だ
。
米
国
を
は
じ
め
中
国
、
英
国
、
カ

ナ
ダ
な
ど
で
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊
髄

損
傷
を
対
象
と
す
る
。
日
本
で
は
Ｅ
Ｓ
細

胞
は
受
精
卵
か
ら
作
成
す
る
と
い
う
倫
理

的
問
題
が
懸
念
さ
れ
、
14
年
に
な
っ
て
医

療
へ
の
使
用
を
認
め
る
指
針
が
出
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
日
本
発
で
あ
る
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
医
療
応
用
が
先
行
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
が

Ｅ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
っ
た
肝
細
胞
を
重
い
肝

臓
病
の
赤
ち
ゃ
ん
に
移
植
す
る
臨
床
試
験

が
４
月
に
厚
労
省
か
ら
承
認
さ
れ
た
。
今

秋
に
も
ヒ
ト
の
病
気
の
治
療
に
国
内
で
は

初
め
て
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
使
わ
れ
る
。
さ
ら
に

５
月
に
は
京
大
が
、
再
生
医
療
に
使
え
る

ヒ
ト
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
全
国
の
医
療
機
関
に

提
供
す
る
準
備
が
整
っ
た
と
発
表
し
た
。

大
学
や
医
療
機
関
、
製
薬
会
社
も
Ｅ
Ｓ
細

胞
の
応
用
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

日
本
で
も
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
Ｅ
Ｓ
細
胞
の

双
方
で
開
発
が
進
め
ば
、
再
生
医
療
市
場

の
さ
ら
な
る
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。

大日本住友製薬の細胞医薬品製造拠点
（大阪府吹田市）

iPS細胞に由来する
細胞医薬品を開発する企業

企業名 対象病名

大日本住友製薬 加齢黄斑変性症、パーキンソン病、
網膜色素変性症、脊髄損傷

第一三共、クオリプス 重症心不全
武田薬品工業 重症心不全、1型糖尿病、がん（免疫療法）
ヘリオス 加齢黄斑変性症、代謝性肝疾患
メガカリオン 血小板製剤
ハートシード 重症心不全
（出所）各種資料を基に筆者作成


